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〈要旨〉  
脳は従来考えられていたよりもより柔軟性に富んでいる。感覚相互の結びつきも柔軟

な関係にある。 
五感は、絶えず生体内外の環境の変化を脳に伝えている。これら情報は個々の感覚野

で分析・処理され、さらに相互に影響し合って高次の連合野で統合される。 
脳の対応の仕方は、生得的なものばかりではなく、経験や学習によっても形成される。

たとえば、食の嗜好は、味覚と嗅覚、触覚、聴覚、視覚の情報が合わさった学習を通し

て形成される。 
一方、感覚を意識して使うことはいきいきと生きるためにとても有効である。 
香りの他の感覚との柔軟な関係について、最近の関連の研究を拾いながら今後の展開

について考える。 
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